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マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
（
東
京
・
豊

洲
、
伊
藤
滋
社
長
）
は
世
界
的

な
魚
価
高
の
影
響
で
水
産
商
事

の
調
達
コ
ス
ト
が
か
さ
み
、
利

益
は
伸
び
悩
ん
だ
が
、
海
外
事

業
、
加
工
食
品
事
業
な
ど
の
増

収
で
、
売
上
高
は
統
合
以
来
、

最
高
と
な
っ
た
。

「
漁
業
・
養
殖
」
は
度
重
な

る
台
風
の
影
響
で
養
殖
ク
ロ
マ

グ
ロ
の
出
荷
が
減
少
し
、
マ
グ

ロ
・
カ
ツ
オ
は
魚
価
安
で
利
益

率
が
低
下
。
「
商
事
」
は
荷
受

で
鮮
魚
の
取
扱
高
が
減
り
、
冷

凍
魚
も
魚
価
高
を
売
価
に
転
嫁

で
き
な
か
っ
た
。

「
海
外
」
は
タ
イ
の
ペ
ッ
ト

フ
ー
ド
事
業
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
操
業
漁
船
１
隻
追
加
が

売
上
増
に
寄
与
し
た
が
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ホ
キ
や
豪
州

の
メ
ロ
の
漁
獲
が
振
る
わ
ず
、

タ
イ
で
は
エ
ビ
が
他
国
と
の
競

合
に
さ
ら
さ
れ
た
。
北
米
は
、

ス
ケ
ソ
ウ
ス
リ
ミ
・
フ
ィ
レ
の

効
率
的
な
生
産
と
日
欧
米
主
体

の
順
調
な
販
売
が
進
み
、
エ
ビ

・
タ
コ
も
欧
州
で
の
販
売
が
拡

大
し
た
。

日
本
水
産（
東
京
・
西
新
橋
、

的
埜
明
世
社
長
）
の
山
本
晋
也

取
締
役
常
務
執
行
役
員
は
１４
日

の
決
算
会
見
で
「
前
期
決
算
は

概
ね
計
画
を
達
成
し
た
。
営
業

利
益
、
当
期
純
利
益
は
減
益
と

な
っ
た
が
い
ず
れ
も
当
初
の
計

画
通
り
。
南
米
の
鮭
鱒
養
殖
事

業
に
よ
る
大
幅
減
益
の
イ
ン
パ

ク
ト
を
他
で
吸
収
で
き
な
か
っ

た
。
ま
た
、
国
内
の
水
産
・
食

品
事
業
も
苦
戦
し
減
益
と
な
っ

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

水
産
事
業
は
売
上
高
２
９
０

０
億
円
（
前
年
比
６１
億
円
増
）、

営
業
利
益
１
０
３
億
円
（
同
７

億
円
減
）。
漁
労
事
業
は
国
内
、

南
米
と
も
好
調
だ
っ
た
が
、
養

殖
事
業
が
減
収
減
益
と
な
っ

た
。
国
内
は
「
若
ぶ
り
」
の
販

売
が
増
え
価
格
も
ア
ッ
プ
し
た

が
、
マ
グ
ロ
の
販
売
価
格
が
低

迷
。
赤
潮
被
害
や
、
鮭
鱒
の
生

産
コ
ス
ト
の
上
昇
が
逆
風
と
な

っ
た
。
南
米
の
鮭
鱒
は
前
年
の

稚
魚
の
斃
死
に
よ
り
販
売
数
量

が
大
幅
に
減
少
し
た
が
、
生
産

コ
ス
ト
の
低
減
に
努
め
、
減
益

幅
を
抑
え
た
。

一
方
、
加
工
・
商
事
は
増
収

増
益
。
国
内
は
エ
ビ
の
販
売
価

格
下
落
や
鮭
鱒
の
仕
入
価
格
上

昇
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
北
米
は

ス
リ
ミ
、
助
子
の
販
売
価
格
が

上
昇
。
労
務
コ
ス
ト
の
削
減
効

果
も
み
ら
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

は
販
売
エ
リ
ア
が
拡
大
し
た
。

食
品
事
業
は
売
上
高
３
４
２

３
億
円
（
前
年
比
１
７
１
億
円

増
）
、
営
業
利
益
１
１
９
億
円

（
同
１０
億
円
減
）。

極
洋
（
東
京
・
赤
坂
、
井
上

誠
社
長
）
は
、
冷
凍
食
品
・
常

温
食
品
・
物
流
サ
ー
ビ
ス
の
３

セ
グ
メ
ン
ト
が
増
益
と
な
っ
た

が
、
水
産
商
事
、
鰹
・
鮪
が
減

収
減
益
と
苦
戦
し
た
。

水
産
商
事
は
鮭
鱒
な
ど
付
加

価
値
加
工
品
の
扱
い
が
伸
び
た

が
、
市
況
が
低
迷
し
た
エ
ビ
や

北
洋
魚
の
販
売
が
伸
び
悩
ん

だ
。
海
外
は
日
本
産
サ
バ
・
イ

ワ
シ
の
輸
出
、
米
国
子
会
社
に

よ
る
米
国
内
販
売
が
伸
長
し

た
。
全
体
と
し
て
、
下
半
期
に

巻
き
返
し
た
も
の
の
、
苦
戦
を

強
い
ら
れ
た
上
半
期
の
業
績
を

補
う
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

水
産
冷
凍
食
品
は
、
煮
魚
な

ど
個
食
タ
イ
プ
の
販
売
が
伸

長
。
調
理
冷
凍
食
品
事
業
は
カ

ニ
風
味
か
ま
ぼ
こ
が
、
家
庭
用

冷
凍
食
品
事
業
は
塩
釜
工
場
製

品
の
販
売
が
順
調
だ
っ
た
。

鰹
・
鮪
は
、
海
外
ま
き
網
事

業
の
水
揚
げ
が
増
え
た
が
、
魚

価
が
大
幅
に
下
落
し
た
。

ニ
チ
レ
イ
（
東
京
・
築
地
、

大
�
顕
也
社
長
）
は
主
力
の
加

工
食
品
事
業
や
低
温
物
流
事
業

が
堅
調
に
推
移
し
増
収
と
な
っ

た
が
、
水
産
事
業
の
苦
戦
と
そ

の
他
事
業
で
一
時
的
な
コ
ス
ト

負
担
が
生
じ
た
こ
と
な
ど
か
ら

減
益
と
な
っ
た
。

水
産
事
業
は
収
益
性
に
配
慮

し
た
慎
重
な
買
い
付
け
や
販
売

に
徹
し
た
。
え
び
、
貝
類
の
利

益
率
は
改
善
し
た
が
、
た
こ
、

魚
卵
の
調
達
コ
ス
ト
増
加
を
吸

収
で
き
ず
減
益
と
な
っ
た
。

低
温
物
流
事
業
は
物
流
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
や
海
外
事
業
で

売
上
げ
が
拡
大
し
た
ほ
か
、
地

域
保
管
事
業
で
集
荷
拡
大
が
進

ん
だ
。

東
洋
水
産
（
東
京
・
港
区
港

南
、
今
村
将
也
社
長
）
は
売
上

高
が
４
０
０
０
億
円
の
大
台
を

突
破
し
た
。

水
産
食
品
事
業
は
、
鮭
鱒
な

ど
の
継
続
的
な
魚
価
高
騰
や
国

内
外
の
近
海
魚
の
漁
獲
不
良
の

中
で
販
売
数
量
が
減
少
。
冷
蔵

事
業
は
、
新
設
の
平
和
島
冷
蔵

庫
が
順
調
に
稼
働
し
、
新
規
及

び
既
存
顧
客
に
対
す
る
冷
凍
食

品
を
中
心
と
し
た
取
扱
い
や
通

関
・
運
送
等
の
付
帯
業
務
の
取

扱
い
が
堅
調
だ
っ
た
。

中
央
魚
類
（
東
京
・
豊
洲
、

伊
藤
裕
康
代
表
取
締
役
会
長
）

は
１４
日
の
取
締
役
会
で
伊
藤
晴

彦
専
務
を
代
表
取
締
役
社
長

（
Ｃ
Ｏ
Ｏ
）
と
す
る
人
事
を
内

定
し
た
。
大
滝
義
彦
代
表
取
締

役
社
長
は
相
談
役
と
な
る
。
６

月
２７
日
付
。

伊
藤
専
務
は
１
９
６
７
年
３

月
生
ま
れ
の
５２
歳
。
東
京
都
出

身
。
１
９
９
０
年
ニ
チ
レ
イ
入

社
、
２
０
０
０
年
中
央
魚
類
入

社
。
ホ
ウ
ス
イ
取
締
役
、
中
央

魚
類
取
締
役
、
恵
光
水
産
社
長
、

水
産
流
通
社
長
、
ホ
ウ
ス
イ
専

務
を
経
て
、
１５
年
６
月
中
央
魚

類
常
務
、１７
年
６
月
か
ら
専
務
。

日
本
大
学
農
獣
医
学
部
卒
。

新
社
長
に
就
任
す
る
伊
藤
専

務
は
１４
日
開
催
し
た
決
算
会
見

で
「
水
産
業
界
が
置
か
れ
る
状

況
は
厳
し
い
が
、
幸
い
な
こ
と

に
当
社
に
は
多
く
の
グ
ル
ー
プ

企
業
が
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
企
業

同
士
の
シ
ナ
ジ
ー
を
最
大
限
に

生
か
す
こ
と
が
大
事
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
。
き
れ
い
ご
と
で
は

な
く
、
社
員
一
人
一
人
が
一
致

団
結
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
っ
て
仕
事
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
」
と
語
っ
た
。

大
滝
社
長
は
新
体
制
に
変
わ

る
こ
と
に
つ
い
て
「
年
齢
層
が

大
き
く
変
わ
り
フ
レ
ッ
シ
ュ
に

な
る
。
新
し
い
時
代
に
合
わ
せ

て
、
中
央
魚
類
も
大
き
く
意
識

改
革
し
て
、
水
産
業
界
全
体
の

曇
り
空
を
明
る
く
照
ら
し
て
ほ

し
い
」
と
期
待
し
た
。

ホ
ウ
ス
イ
社
長
に

中
島
専
務
が
昇
格

ホ
ウ
ス
イ
は
新
社
長
に
中
島

廣
専
務
が
昇
格
す
る
。
社
長
を

兼
務
し
て
い
た
乃
美
氏
は
代
表

取
締
役
会
長
専
任
と
な
る
。

中
島
専
務
は
東
京
水
産
大
学

（
現
東
京
海
洋
大
学
）
製
造
学

科
卒
。
１
９
７
０
年
４
月
中
央

冷
凍
（
現
ホ
ウ
ス
イ
）
入
社
。

川
崎
冷
蔵
庫
工
場
長
、
取
締
役

営
業
推
進
部
長
、
常
務
取
締
役
、

２
０
０
８
年
４
月
の
合
併
で
ホ

ウ
ス
イ
常
務
執
行
役
員
、
取
締

役
常
務
執
行
役
員
を
歴
任
。
現

在
は
取
締
役
専
務
執
行
役
員
、

冷
蔵
事
業
本
部
長
。
冷
蔵
倉
庫

一
筋
に
歩
ん
で
き
た
。
１
９
４

８
年
２
月
生
ま
れ
の
７１
歳
。
鹿

児
島
県
出
身
。

ホ
ウ
ス
イ
６
月
２４
日
付
。
▽

代
表
取
締
役
社
長＝

中
島
廣

（
取
締
役
専
務
執
行
役
員
）
▽

代
表
取
締
役
社
長
兼
務
を
解
く

＝

代
表
取
締
役
会
長

乃
美
昭

俊

▽
取
締
役＝

三
田
薫
（
監
査

役
、
中
央
魚
類
常
務
取
締
役
執

行
役
員
）
、
石
本
哲
也
（
執
行

役
員
経
理
部
長
）
▽
退
任＝

大

滝
義
彦
（
取
締
役
）
、
小
川
征

英
（
同
）、
所
英
樹（
監
査
役
）、

堤
良
昭
（
執
行
役
員
）
、
田
代

充
（
同
）
▽
顧
問＝

山
下
勝
征

（
取
締
役
副
社
長
執
行
役
員
）

▽
取
締
役
専
務
執
行
役
員＝

平
野
潔
（
取
締
役
常
務
執
行
役

員
）
▽
取
締
役
常
務
執
行
役
員

＝

安
濃
光
雄
（
取
締
役
執
行
役

員
）
▽
監
査
役＝

市
山
勝
一

（
中
央
魚
類
経
営
企
画
室
長
兼

経
理
部
長
）
、
笹
生
勝
則
（
非

常
勤
顧
問
）
▽
執
行
役
員＝

松

本
哲
生
（
せ
ん
に
ち
専
務
執
行

役
員
）

日
本
水
産
は
浜
田
晋
吾
常
務

が
代
表
取
締
役
専
務
と
な
る
。

１
９
５
９
年
１
月
生
ま
れ
の
６０

歳
。
東
京
大
学
大
学
院
農
学
系

研
究
科
を
出
て
日
水
入
社
。

日
本
水
産
６
月
２６
日
付
。
▽

相
談
役
（
非
常
勤
）＝

細
見
典

男
（
代
表
取
締
役
会
長
）

▽
代
表
取
締
役
専
務
執
行
役

員
、
社
長
を
補
佐
し
経
営
全
般

＝

食
品
事
業
執
行
委
嘱
、
生
産

部
門
管
掌

浜
田
晋
吾
（
取
締

役
常
務
執
行
役
員
、
商
品
開
発

部
担
当
）
▽
取
締
役
常
務
執
行

役
員＝

水
産
事
業
執
行
委
嘱

高
橋
誠
治（
取
締
役
執
行
役
員
、

南
米
事
業
執
行
委
嘱
、
ニ
ッ
ポ

ン
ス
イ
サ
ン
ア
メ
リ
カ
ラ
テ
ィ

ー
ナ
社
長
）▽
常
務
執
行
役
員
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
事
業
管
掌
、
オ
セ

ア
ニ
ア
事
業
執
行
・
ア
ジ
ア
事

業
執
行
委
嘱
、
海
外
販
売
推
進

部
担
当＝

酒
井
久
視
（
執
行
役

員
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
オ
セ
ア
ニ

ア
事
業
執
行
委
嘱
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
・

海
洋
事
業
推
進
部
担
当
）

▽
執
行
役
員
、
経
営
企
画
Ｉ

Ｒ
部
・
経
理
部
担
当＝

小
田
幸

一
（
監
査
部
長
）
▽
同
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
事
業
部
長
委
嘱＝

奥
村
英
世
（
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

事
業
部
長
）
▽
同
、
広
域
営
業

本
部
副
本
部
長
委
嘱＝

田
中
輝

（
サ
ル
モ
ネ
ス
・
ア
ン
タ
ル
テ

ィ
カ
社
長
）

▽
監
査
役
（
常
勤
）＝

濱
野

博
之
（
執
行
役
員
、
経
営
企
画

Ｉ
Ｒ
部
・
経
理
部
担
当
）

▽
退
任＝

小
池
邦
彦
（
相
談

役
、
非
常
勤
）、
木
村
知
己
（
執

行
役
員
、
広
域
営
業
本
部
副
本

部
長
委
嘱
）

６
月
２０
日
付
。
▽
辞
任＝

佐

藤
高
輝
（
監
査
役
、
常
勤
）

都
民
の
食
生
活
を
支
え
る
東
京
の
冷
蔵

倉
庫
。
こ
の
４
月
、
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
関
東

水
産
営
業
部
長
か
ら
、
東
京
冷
蔵
倉
庫
協

会
・
関
東
冷
蔵
倉
庫
協
議
会
の
事
務
局
長

に
な
っ
た
。

宮
城
県
石
巻
市
出
身
。
東
北
大
学
の
法

学
部
を
出
て
、
大
洋
漁
業
に
入
社
。
営
業

一
筋
で
、
主
に
エ
ビ

の
輸
入
・
販
売
業
務

に
携
わ
っ
た
。

エ
ビ
と
い
っ
て
も

扱
っ
た
の
は
主
と
し
て
天
然
物
。
世
界
の

各
地
で
自
社
グ
ル
ー
プ
が
エ
ビ
事
業
を
手

掛
け
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
「
エ
ビ
」
に

ま
つ
わ
る
思
い
出
は
尽
き
な
い
。

そ
の
後
、
東
北
、
関
東
で
水
産
部
門
を

統
括
す
る
水
産
営
業
部
長
を
歴
任
。
東
北

時
代
に
東
日
本
大
震
災
に
直
面
し
た
。

こ
れ
ま
で
東
北
水
産
営
業
部
長
、
関
東

水
産
営
業
部
長
と
し
て
販
売
業
務
の
指
揮

を
と
る
一
方
、
卸
売
会
社
を
主
要
会
員
と

す
る
「
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
魚
栄
会
」
の
切
り

盛
り
も
し
た
が
、
業
界
団
体
の
事
務
局
長

は
初
め
て
。

か
つ
て
、
大
学
の
ゼ
ミ
で
学
ん
だ
国
際

政
治
学
が
、
エ
ビ
の
買
い
付
け
で
参
考
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
「
人
生
、
何
が

ど
う
生
か
さ
れ
る
か
、
そ
の
時
に
な
っ
て

み
な
い
と
分
か
ら
な
い
」
と
は
思
う
も
の

の
、
今
回
は
全
く
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

立
場
。

「
こ
れ
ま
で
は
、

新
た
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン

に
着
く
た
び
に
、
経

験
や
ス
キ
ル
を�

継

ぎ
足
す
�
つ
も
り
で
や
っ
て
き
た
が
、
今

回
は
冷
蔵
倉
庫
が
専
門
。
自
分
に
と
っ
て

は
一
か
ら
の
�
入
力
�
が
必
要
で
あ
り
、

し
か
も
�
入
力
�
項
目
は
多
い
」

今
、
冷
蔵
倉
庫
は
、
食
の
流
通
を
担
う

社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
す
一
方
、
設
備
の
老
朽
化
や
建
設
用
地

の
確
保
、
人
手
不
足
、
冷
媒
フ
ロ
ン
な
ど
、

深
刻
な
課
題
に
も
直
面
し
て
い
る
。

「
様
々
な
問
題
に
対
し
、
適
切
な
情
報

提
供
を
行
い
、
交
流
の
場
、
発
言
の
場
を

設
け
て
、
業
界
の
発
展
に
つ
な
が
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
た
い
」

おくだ・たけし 大洋漁業（現マル

ハニチロ）でエビの輸入・販売業務に

携わった後、東北水産営業部長、関東

水産営業部長を歴任した。１９５８年６月

生まれ。

大
日
本
水
産
会
、
水
産
物
・

水
産
加
工
品
輸
出
拡
大
協
議
会

は
、
米
国
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー

（
ボ
ス
ト
ン
、
３
月
１７
～
１９
日
）、

欧
州
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
（
ベ

ル
ギ
ー
・
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、
５

月
７
～
９
日
）
で
ジ
ャ
パ
ン
ブ

ー
ス
を
拠
点
に
セ
ミ
ナ
ー
や
料

理
デ
モ
、
商
談
会
を
実
施
し
、

日
本
産
水
産
物
の
輸
出
促
進
に

向
け
た
活
動
を
精
力
的
に
行
っ

た
。大

日
本
水
産
会
の
白
須
敏
朗

会
長
は
１５
日
の
帰
朝
報
告
で

「
米
国
で
も
欧
州
で
も
、
日
本

産
水
産
物
の
品
質
や
お
い
し

さ
、
安
全
性
に
対
す
る
評
価
は

高
く
、
輸
出
拡
大
の
可
能
性
は

十
分
あ
る
。
た
だ
、
現
状
は
Ｅ

Ｕ
か
ら
の
水
産
物
輸
入
金
額
が

４
億
５
０
０
０
万
ユ
ー
ロ
（
約

６
０
０
億
円
）
に
対
し
、
日
本

か
ら
の
輸
出
は
５
０
０
０
万
ユ

ー
ロ
（
約
６５
億
円
）
。
ジ
ャ
パ

ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
の
国
際
化

や
、
Ｅ
Ｕ
・
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
取
得

の
加
工
施
設
の
増
加
が
課
題
に

な
る
」
と
語
っ
た
。

今
年
２
月
１
日
に
発
効
し
た

日
本
／
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
、
ブ

リ
１５
％
、
練
り
製
品
２０
％
の
関

税
が
撤
廃
さ
れ
た
ほ
か
、
ホ
タ

テ
の
８
％
も
８
年
で
段
階
的
に

低
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

白
須
会
長
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
会

場
で
の
挨
拶
の
中
で
「
特
に
ブ

リ
と
練
り
製
品
の
輸
入
コ
ス
ト

が
顕
著
に
下
が
り
、
輸
入
し
や

す
く
な
る
」
と
強
調
し
た
。

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
は
、
国
際

寿
司
知
識
認
証
協
会
の
技
術
担

当
理
事
で
寿
司
職
人
の
小
川
シ

ェ
フ
が
ブ
リ
の
解
体
シ
ョ
ー

（
３
枚
卸
し
）
や
「
寿
司
セ
ミ

ナ
ー
」
と
し
て
和
包
丁
の
種
類

を
説
明
し
、
使
い
方
、
砥
ぎ
方
、

手
酢
の
大
切
さ
、
多
彩
な
刺
し

身
の
切
り
方
、
寿
司
の
握
り
方

な
ど
を
披
露
。
ブ
リ
の
握
り
、

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、
ホ
タ
テ
刺
身
、

カ
ニ
カ
マ
握
り
を
提
供
し
、
黒

山
の
人
だ
か
り
が
で
き
る
ほ
ど

の
人
気
を
見
せ
た
。

ブ
ー
ス
で
は
、
ニ
チ
レ
イ
フ

レ
ッ
シ
ュ
、
食
縁
、
シ
ョ
ク
リ

ュ
ー
、
北
海
水
産
が
商
談
を
行

い
、
昨
年
の
３
倍
近
い
約
８
億

５
０
０
０
万
円
の
商
談
結
果
と

な
っ
た
。

併
せ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施

し
た
が
、
５３
％
が
「
生
食
に
対

す
る
抵
抗
が
な
い
」と
回
答
し
、

刺
身
や
寿
司
の
文
化
が
浸
透
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
ブ
リ

は
寿
司
で
９０
％
、
シ
ャ
ブ
シ
ャ

ブ
で
は
７０
％
が
「
お
い
し
か
っ

た
」
と
答
え
た
。

「
無
欲
は
怠
慢
の
基
で
あ

る
」１

万
円
札
の
顔
が
渋
沢
栄

一
に
変
わ
る
と
い
う
報
道
を

見
て
、
昔
読
ん
だ
渋
沢
の
こ

の
言
葉
を
思
い
出
し
た
。

人
間
は
欲
が
あ
る
か
ら
成

長
し
よ
う
と
す
る
。

な
る
ほ
ど
「
欲
は
成

長
の
基
だ
」
と
感
心

し
た
も
の
で
あ
る
。

お
札
が
変
わ
る
の

は
５
年
後
の
２
０
２

４
年
度
上
半
期
だ
と
い

う
。
２０
年
ご
と
に
紙
幣

の
デ
ザ
イ
ン
を
変
更
し

て
お
り
、
前
回
は
２
０

０
４
年
に
聖
徳
太
子
か

ら
福
沢
諭
吉
に
変
わ
っ

た
。

今
回
の
報
道
に
よ
り
渋
沢

栄
一
の
評
価
が
俄
然
高
ま
っ

て
い
る
。
書
店
に
は
「
渋
沢

栄
一
コ
ー
ナ
ー
」
が
設
け
ら

れ
、
数
十
冊
も
の
関
連
本
が

陳
列
さ
れ
て
い
る
。

渋
沢
栄
一
と
い
え
ば
、「
日

本
資
本
主
義
の
父
」
と
称
さ

れ
る
。
多
く
の
株
式
会
社
の

創
設
に
尽
力
。
製
紙
、
銀
行
、

生
保
、
繊
維
、
電
気
、
ガ
ス
、

鉄
道
な
ど
創
業
に
関
わ
っ
た

企
業
は
５
０
０
社
に
の
ぼ
る

と
い
う
。

何
よ
り
も
江
戸
末
期
か
ら

明
治
初
頭
に
か
け
て
行
わ
れ

た
パ
リ
万
博
に
随
行
し
た
経

験
が
渋
沢
の
目
を
開
か
せ
た

よ
う
だ
。
経
済
文
化
の
先
進

地
た
る
欧
州
を
見
聞
し
て
大

き
な
刺
激
を
受
け
た
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。

埼
玉
県
深
谷
の
出

身
で
、
先
年
、
世
界

文
化
遺
産
に
指
定
さ

れ
た
富
岡
製
糸
場
に

つ
い
て
も
創
設
に
携

わ
っ
て
い
る
。

９１
歳
で
亡
く
な
る
直
前
ま

で
社
会
貢
献
に
情
熱
を
注
ぎ

続
け
た
渋
沢
。
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
源
泉
に
な
っ
た
の
は

大
い
な
る
欲
の
な
せ
る
業
と

い
え
よ
う
。
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過去最高の売上規模に

大
手
水
産
５
社
の
２
０
１
９
年
３
月
期
業
績
が
出
揃

っ
た
。
仕
入
れ
価
格
の
高
騰
な
ど
に
よ
る
様
々
な
コ
ス

ト
増
で
営
業
減
益
と
な
っ
た
が
、
売
上
高
は
５
社
と
も

増
収
と
な
り
、
４
社
が
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。
ニ
チ

レ
イ
も
旧
ユ
キ
ワ
分
割
前
の
最
高
値
（
１
９
９
８
年
度

の
５
９
４
４
億
円
）
に
迫
っ
て
い
る
。

大手水産の前３月期

食
品
事
業
伸
び
る

極

洋

海
外
・
加
工
が
好
調

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ

７
０
０
０
億
円
突
破

日
本
水
産

加
食
・
物
流
け
ん
引

ニ
チ
レ
イ
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売
上
高
が
大
台
乗
る

東
洋
水
産

代
表
取
締
役
専

務
に
浜
田
常
務

中
央
魚
類
社
長
に
伊
藤
晴
彦
専
務

日
本
水
産

「
グ
ル
ー
プ
シ
ナ
ジ
ー
が
カ
ギ
」

浜田常務

伊藤専務

ＴＥＬ．０２２（７８４）１２３９

宮城県名取市植松字入生４８‐１

中島専務
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東
京
冷
蔵
倉
庫
協
会

理
事
・
事
務
局
長

奥
田

武
史
氏
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関
税
撤
廃
を
追
い
風
に

ブ
リ
・
練
り
製
品

ニチレイロジ、沖縄進出

東北復興展示商談会

大
水
・
輸
出
拡
大
協

新
た
な
立
場
に「
１
か
ら
入
力
」

ブリの解体ショーに多くの人が集まる

挨拶する白須会長

▽２面

▽４面


